
1 事業概要

2 運営上の留意点

シア人2名（特定技能）合計7名に利用が広がっている。

　財務状況に関しては、令和4年2月の新型コロナウイルス感染症のクラスター発生の影響により、特別養護
老人ホームとショートステイ、デイサービスの稼働が大幅に低下した。時間外手当や衛生材料などの係
り増し経費、陽性者の施設での療養に対する「群馬県新型コロナウイルス感染症流行下における介護
サービス事業所等のサービス提供体制確保事業費補助金を総額14,355千円交付申請を行った。

　雇用管理では、勤務評価制度を導入し、評価を処遇に反映させるしくみも含め定着してきており、引き
続き取組を継続していく。処遇改善加算・特定処遇改善加算の算定もともに続けており、職員の意識に

3 理事会等開催状況

（1）　理事会・評議員会・監事監査

・役員等定数 理事　9名 監事　２名 評議員　10名 評議員選任・解任委員　３名

自主点検表の報告

事業報告及び計算書類並びに財産目録の監査

監査報告書の作成

理事長の職務執行状況報告

令和2年度社会福祉法人志純会事業報告について

令和2年度社会福祉事業会計決算について

令和2年度公益事業（介護老人保健施設）会計決算について

令和2年度公益事業（人材育成）会計決算について

令和2年度収益事業会計決算について

　（監事監査結果報告）

令和3年度定時評議員会の開催について

　老人保健施設については規模が小さく経営効率が悪いため、相変わらず収益はマイナスの状況が続い
ている。特養の収益の下降と併せて、法人全体で現預金残高の率が全国平均を下回る所まできている。
低迷している通所リハビリの稼働アップと給食業務の自営化などにより、収支の改善を進める。

期日 審　議　事　項　等

令和3年5月26日（水）

監事監査

令和3年6月10日（木）

第１回  通常理事会

令和3年度　社会福祉法人志純会法人本部事業報告

　職員寮については、外国人介護人材の活用を進めてきた。現在、フィリピン人5名（直接雇用）、インドネ

　また、社会福祉法人への「地域における公益的な取組」の実施の責務化に対応し、「群馬県ふくし総合
相談支援事業」に参加。まだ目立った動きはないが、相談員の研修に参加して体制を整備している。今後
は、職員寮等で受け入れた施設の空きスペースを地域に開放するなど、更に対応の幅を広げていきた
い。

も定着し、一定の効果が見られている。

　志純会の理念「和と絆を尊ぶ」ことをモットーとして、ご利用者一人ひとりの気持ちに添った満足度の高
いサービスを提供すること、地域との連携を重視した開かれた施設運営に努めること、組織作り・人材育
成に力点を置き、経営の持続的発展を目指すこと、の三つの方向を意識して老人福祉サービスの提供を
中心に事業に取り組んできた。みなかみ町の特別養護老人ホームやまぶきの苑と渋川市赤城町の老人
保健施設からたちの丘の二つの拠点で幅広くサービスの展開を続けている。



役員（理事・監事）候補者選定について

評議員候補者の選定について

運営規程の一部改正について

給与規程の一部改正について

令和2年度社会福祉法人志純会事業報告について

令和2年度社会福祉事業会計決算について

令和2年度公益事業（介護老人保健施設）会計決算について

令和2年度公益事業（人材育成）会計決算について

令和2年度収益事業会計決算について

役員（理事・監事）選任について

定款の一部改正について

理事長の選定について

介護老人保健施設 からたちの丘の事業運営方針について

理事長の職務執行状況報告について

令和3年度社会福祉事業会計補正予算について

令和3年度公益事業（介護老人保健施設）会計補正予算について

令和4年度社会福祉法人志純会事業計画について

令和4年度社会福祉事業会計当初予算について

令和4年度公益事業（介護老人保健施設）会計当初予算について

令和4年度公益事業（人材育成）会計当初予算について

令和4年度収益事業会計当初予算について

施設長の任免について

給与規程の一部改正について

準職員就業規程の一部改正について

令和4年度役員等賠償責任保険契約締結について

（2）　その他会議

・役員会の開催　（不定期）

・法人実務者会議の開催　（毎週火曜日）

・上牧温泉病院との連絡調整会議　（毎週月曜日）

・財務検討会議の開催　（毎月最終火曜日）

定時評議員会

臨時理事会

令和3年9月14日（火）

令和3年6月30日（水）

令和3年7月1日（木）

臨時理事会　14:00

臨時評議員会 14:30

令和4年3月29日（火）

第２回　通常理事会



4 人事関係

（1）　職員採用

管理職員

介護職員 常勤

非常勤

看護職員 常勤

非常勤

その他 常勤

非常勤

※派遣は非常勤職員としてカウント

（2）　人事面接及び勤務評価

　今年度も引き続き、法人本部として全職員から自己申告書を徴し、職場環境の問題点や人事異動

に関する希望、これからのキャリア形成についての申告を受けた。

5 福利厚生

　慶弔見舞規程等に基づき、次のとおりお祝い金等を贈呈した。

・慶弔見舞い関係 10 件 円

・永年勤続関係 5 件 円

6 施設整備等

（1）大規模修繕

① やまぶきの苑…１００万円を超えるような大規模修繕は執行していない。

② からたちの丘…エアコンのガス漏れ調査及び修理　1,265,000円

（2）その他整備

  やまぶきの苑－エアコン更新（新館多床室側） 円

ベッド　11台更新 円

（3）助成金等

① 障害者雇用調整金 円

② 円

③ 円

1,296,000

1,726,000

2

退　　　　職

14,355,000

群馬県地域医療介護総合確保基金事業費補助金

（介護ロボット等導入支援事業）

80,000

合計 8 7

群馬県新型コロナウイルス感染症流行下における介護
サービス事業所等のサービス提供体制確保事業費補助
金

15

　安定した施設運営、職員が働きがいを持つことができる職場づくりを目指して、継続的に事業運営
ができる職員体制の整備に努めた。

区　　分
採　　　　用

計

0 0 0 2 0

やまぶきの苑 からたちの丘 計 やまぶきの苑 からたちの丘

2

3 1 4 4 3 7

4 0 4 2 0

3

0 3 3 1 3 4

0 0 0 2 1

0

0 1 1 0 1 1

1 2 3 0 0

11 8

4,667,300

3,272,632

19

　また、勤務評価を実施し、「志純会の求められる職員像」を評価基準として、各セクション単位で、
自己評価→一次評価→二次評価→最終評価の順に進めた。二次評価は各課長が直接面談をした
うえで評価している。最終評価の後、自己申告書の聞き取り・助言を含め、法人本部として面接を行
い、自己評価と最終評価を対比できる形で本人に戻した。評価結果は定期昇給の昇給幅に反映さ
れている。職員の意識の中にも一定の定着が見られており、今後も見直しをしながら継続していきた
い。

21,000

（単位：人）



1 事業概要
　

2 サービス提供上の留意点

3 入所（ロング）の利用状況

（１）　市町村別入所者数 年度末（人） （2）　年代別内訳 年度末（人）

（3）　入退苑の状況

R3 R4
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

81 84 85 86 84 85 86 86 86 88 88 78
4 2 3 2 2 3 1 5 2 3 0 2
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 2
1 1 2 2 1 1 1 5 3 10 6
1 1 2 4 1 2 1 5 0 3 10 8

84 85 86 84 85 86 86 86 88 88 78 72
5 5 6 5 6 6 6 6 6 6 7 6
5 11 11 12 6 4 6 9 10 13 17 11

69 167 178 183 128 120 97 93 175 192 265 230
2,396 2,448 2,406 2,471 2,511 2,465 2,565 2,497 2,536 2,558 2,095 2,042

　特養（ロング）短期入所（ショート）合計稼働率 86.7%

入院日数 1,897
延利用人数 28,990

　特養（ロング）稼働率 #REF!

月末在苑者数 1,008
うち特例入所者数 70

入院者数 115

退
苑
者

家庭復帰 0
他施設 0
入院 5
死亡 33
計 38

区別
月初在苑者数 1,017

入苑者 29

83.7 90.1 89.5

年度間（人）

月別
計

合計 7 65 72 平均年齢

－ 合計 7 65 72

－ －

－ －

－ －

1 0 1

　川崎市 0 1 1 －

　十日町市 0 4 4 60歳代

3 26 29

　魚沼市 0 4 4 70歳代 1 2 3

　片品村 0 1 1 80歳代

0 2 2

　沼田市 1 8 9 90歳代 2 35 37

　みなかみ町 6 47 53 100歳代

町村名 男 女 計 年代 男 女 計

令和３年度　特別養護老人ホームやまぶきの苑事業報告

　介護保険制度の介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)及び短期入所生活介護(ショートステイ)を実
施し、要介護状態となったご利用者等の日常生活を支えるサービスを提供した。

　入所状況については、相変わらず重度化傾向は続いていて、医療依存度が高いご利用者や看取りケア
の対象者など、対応の難しいケースが増加する中で、入退所のサイクルが早まっていたり、入院を要する
ケースが増えていたりして、稼働が思ったように伸びず、特養・短期を併せて90%を割り込んだ。協力医療
機関である上牧温泉病院の地域連携室との連携を強化するなど、様々な角度から改善を図ったが効果
はなく、職員体制も、外国人介護人材の活用なども進めて、やや充足されつつあるが、顕著に結果には
現れていない。更に取組を強化し、施設全体で高い稼働の確保を強く意識し、改善を図りたい。

　「尊厳の保持」と「自立支援」という基本理念のもとに、生きがいを持って楽しい日々が過ごせるよう、丁
寧な介護を行うことを心掛け、サービス提供してきた。また、介護に携わる職員が笑顔で礼儀正しく、和と
協調を重んじることで施設の空気を穏やかで落ちついたものにするよう申し合わせてきた。

　また、今年度は「基本ケアのあり方」をテーマに、年間を通じて様々な項目のテキストを共有し、知識・技
術の向上を目指して取り組んできた。今後も、基本ケアについて幅広く情報収集を行い、施設として介護
力を身につけていきたい。



（4）　要介護状態区分（延人員）
R3 R4

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 30 31 30 31 0 0 0 0 0 0 0 0
2 103 118 135 110 186 180 169 171 186 186 196 186
3 485 549 570 565 555 557 572 544 568 582 451 457
4 874 855 817 873 757 661 656 683 764 771 634 563
5 904 895 854 892 1,013 1,067 1,168 1,099 1,018 1,019 814 836

2,396 2,448 2,406 2,471 2,511 2,465 2,565 2,497 2,536 2,558 2,095 2,042

（5）　諸加算の状況（延件数）
R3 R4

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
2,392 2,436 2,398 2,463 2,507 2,464 2,560 2,490 2,532 2,551 2,095 2,039

2,392 2,436 2,398 2,463 2,507 2,464 2,560 2,490 2,532 2,551 2,095 2,039

2,392 2,436 2,398 2,463 2,507 2,464 2,560 2,490 2,532 2,551 2,095 2,039

0 15 0 30 15 0 0 8 0 5 30 0

0 27 9 54 27 1 16 51 0 27 54 3

0 2 4 4 2 2 2 7 0 2 4 4

0 1 2 2 1 1 1 4 0 1 2 3

23 51 35 39 13 0 16 32 51 36 59 6

68 131 11 74 71 76 82 148 102 121 43 67

0 0 0 0 83 84 86 91 86 89 85 70

1,835 1,888 1,835 1,910 1,948 1,900 0 0 0 0 0 0

166,766 170,569 166,722 172,684 175,179 171,909 179,570 176,019 176,958 178,504 147,419 142,012

54,247 55,490 54,233 56,180 56,984 55,924 58,386 57,271 57,538 58,041 47,945 46,173

4 短期入所（ショート）の利用状況

（1）　利用の状況（人員）
R3 R4

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 32 8 2 5 2 6 35 41 40 46 28 33

2 85 66 65 67 82 69 85 54 51 98 71 67

3 78 77 65 57 38 45 39 67 54 54 28 70

4 40 53 45 42 51 44 38 42 56 47 28 43

5 38 45 54 50 34 35 30 14 47 41 15 2

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0

273 249 231 221 207 202 227 218 248 286 170 215

6 5 2 0 0 0 0 0 0 5 0 0

（2）　諸加算の状況（件数）
R3 R4

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
サ提供加算Ⅱ1 273 248 231 221 207 199 227 218 248 286 170 215

夜勤職員加算Ⅰ 273 248 231 221 207 199 227 218 248 286 170 215

長期利用提供減算 60 49 60 82 42 30 32 60 62 62 69 99

送迎加算 81 67 67 68 74 59 64 65 79 69 3 51

緊急受入加算 0 0 3 0 0 0 0 0 0 7 0 9

196 184 171 169 151 148 0 0 0 0 0 0

18,089 16,741 15,728 15,308 13,990 13,456 14,506 13,476 16,535 18,372 9,987 13,620

5,883 5,445 5,116 4,980 4,554 4,378 4,718 4,385 5,378 5,976 3,247 4,430

サ提供加算Ⅱ1 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0

送迎加算 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 158 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 51 0 0 0 0 0 0

介護
予防

3
1

新型コロナ対応上乗せ（総単位数） 2
処遇改善加算Ⅰ（8.3%､総単位数） 158
特定処遇加算Ⅰ（2.7%、総単位数） 51

項目

介護

2,743
2,743
707
747
19

新型コロナ対応上乗せ（総単位数） 1,019
処遇改善加算Ⅰ（8.3%､総単位数） 179,808
特定処遇加算Ⅰ（2.7%、総単位数） 58,490

短期入所（ショート）稼働率 75.3%

年度間（件）

月別
計

計 2,747
うち空床利用日数 18

平均要介護度 2.97

介護
予防

要支援 0
要支援 3

年度間（人）

月別
計

介護度

介護

要介護 278
要介護 860
要介護 672
要介護 529
要介護 405

新型コロナ対応上乗せ（総単位数） 11,316
処遇改善加算Ⅰ（8.3%､総単位数） 2,024,311
特定処遇加算Ⅰ（2.7％、総単位数） 658,412

外泊時費用 361
初期加算 994
科学的介護推進体制加算 674

看取り介護加算2 269
看取り介護加算3 33
看取り介護加算4 18

夜勤配置加算Ⅰ2 28,927
日常生活加算1 28,927
看取り介護加算1 103

月別
計

項目
看護体制加算Ⅰ2 28,927

計 28,990
平均要介護度 4.03

年度間（件）

要介護 6,455
要介護 8,908
要介護 11,579

介護度
要介護 122
要介護 1,926

年度間（人）

月別
計



5 入所待機者数

　138　名　　（ 年度末 ）

　　　※ 内、要介護度３以上　116名　   内訳 ［ 介護度３（47名）、介護度４（37名）、介護度５（32名） ］

　入所申込みを受けてから数年又は数か月経過し、その後の状態や環境の変化等で、現状の意向は
どうなのか、所在等について最新の状況・状態を把握するための現況調査を随時実施した。

6 入所検討委員会 9 回開催

7 防災訓練等

　　・　７月１５日　　　総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）、昼間想定
　　・１１月１７日　　　総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）、夜間想定　　西消防署員2名
　　・１１月１７日　　　消防設備点検実施　（委託業者：ＭＫメンテナンス株式会社 ）

8 実習・ボランティアの受入

（１）　介護実習 受入なし
（２）　社会体験学習 群馬県立沼田特別支援学校より　　１名
（３）　ボランティア リネン交換補助　１名

9 感染・衛生対策

（１）　インフルエンザ感染対応

（２）　感染性胃腸炎対応

（３）　新型コロナウィルス感染症対応

10 各種会議・委員会

(1)  施設運営会議 ・・・・・・・・・・・・・ 毎月１回 (2)  リーダー会議 ・・・・・・・・・・・・・ 毎月１回

(3)  フロア会議・ケース会議 ・・・・・・ 毎月１回 (4)  総務連絡会議 ・・・・・・・・・・・・ 毎月１回

(5)  支援グループ会議  毎月１回 (6)  行事担当者会議 ・・・・・・・・・・・ 毎月１回

(7)  リスクマネジメント委員会・・・・・・ 毎月２回 (8)  身体拘束廃止委員会 ・・・・・・・・ 毎月１回

(9)  感染対策委員会 ・・・・・・・・・・・ 毎月１回 (10) 褥瘡・排泄委員会 ・・・・・・・・・ 毎月１回

(11) ショートステイ委員会 ・・・・・・・ 毎月１回 (12) 実習委員会 ・・・・・・・・・・・・・ 随時

(13) レクリエーション委員会 ・・・・・・ 毎月１回 (14) 看取り介護委員会 ・・・・・・・・・ 毎月１回

(15) 生活リハビリ委員会 ・・・・・・・・ 毎月１回 (16) 環境整備会議 ・・・・・・・・・・・・・ 随時

(17) 給食委員会 ・・・・・・・・・・・・・ 毎月１回 (18) ケアカンファレンス ・・・・・・・・・ 随時

(19) 権利擁護・虐待防止委員会 ・・・ 3ヶ月に１回 (20) 第三者委員会 ・・・・・・・・・ 毎月１回

(21) 大型備品等選定検討委員会 ・・・毎月１回

　トイレ、手すり、床等に消毒液・除菌水を使っての清掃を行い、発症を防ぐことができた。

　年間を通して面会制限、入館者の検温・問診を実施。職員は検温、手指消毒、手洗い、マスク着用
を徹底。手すり、床等はハイター消毒液・除菌水を使用し清掃を行っていたが、R４．１月末～２月に
かけて、苑内感染が発生。収束後に職員の固定化や使い捨てエプロンの使用、ゴーグルの着用
等、予防策を強化。今後も継続して感染症対策の見直しを行っていく。

　入所可能となる介護３以上の方は、名簿上では116名いるが、医療依存度が高く受け入れ困難な方、認
知症状強度で特養では対応困難な方、申込みはしてあるが現状ではまだ入所希望のない方等もおり、実
際にすぐ入所に繋がる可能性の高い待機者は以前と比較すると減少している。

　入所検討委員会については基本的に毎月開催としているが、今年度は新型コロナウィルス感染症の影
響で開催できない時期もあった。空床期間を出来るだけ短くするためにも、入所検討委員会で候補者の
選定と併せて次点候補者も選定している。原則介護度３以上の受入となり、医療依存度の高い方の入所
の受け入れが増え、医師も入所検討委員会にできる限り出席し、検討している。

　

　消防計画による設備点検及び防災訓練を下記のとおり実施した。避難訓練はご利用者の状態等を考
慮して安全に充分留意し、消火・通報訓練は職員を対象に訓練を実施した。
　なお、７月は感染症拡大防止のため、西消防署員の立合はせずに実施した。

　利用者、職員とも予防接種を実施。本年度は利用者・職員ともに発症者は出なかった。



11 職員研修実績

　職員の資質向上を図るため、施設内研修を実施し、外部機関主催研修に積極的に参加した。

（１）　施設内研修の実施状況

・リスクマネジメント研修（安全な清拭の仕方） 16名参加

・虐待防止研修 11月～1月 9名参加

（2）　外部機関主催研修参加状況

・令和3年度介護報酬改定（栄養関連）の概要について 1名参加

・根拠に基づいた栄養管理 1名参加

・行事食オンラインレッスン－秋のごはんとおやつ－ 1名参加

・安全運転管理者法定講習 1名参加

・「カルピス」に由来する乳酸菌研究 1名参加

・高齢者の権利擁護における看護実務者研修（第1回） 1名参加

・Zoom活用セミナー～主催者編～ 2名参加

・事務職員の為の介護講座 2名参加

・身体拘束ゼロを可能にする大誠会スタイル 2名参加

・権利よろず研修会 1名参加

・高齢者の権利擁護における看護実務者研修（第2回） 1名参加

・食品衛生法等の一部を改正する法律と衛生管理について 1名参加

・ぐんま健康ポイント制度「G-WALK＋」について 1名参加

・行事食オンラインレッスン－クリスマス－ 1名参加

・美味しく食べて免疫力アップ 1名参加

・食品衛生責任者　実務講習 1名参加

・LIFE関連の加算取得について 3名参加

・看取り介護研修（看取り期における経口摂取を考える） 10名参加

・コロナ感染者発生における経過及び対応について 1名参加

・認知症実践者研修 3名参加

・リーダー研修 1名参加

12 行事実績

月

4

5

6

7

9

10

11

12

1

2

3

5日、11日、12日 新年会 各フロア 93名

2日、16日、24日 旬を味わう会（りんご） 各フロア 88名

14日、15日、21日 クリスマス会 各フロア 90名

15日、21日、28日 旬を味わう会（ぶどう） 各フロア 90名

8
11日 盆供養 各フロア 88名

25日 納涼祭 各フロア 88名

七夕 各フロア 87名

6日、7日、8日、9日、12日 お花見 町内（ドライブ） 55名

端午の節句 各フロア 85名

　今年度は感染症の流行により、当初の計画通りの実施が難しかったが、各フロアで季節ごとの飾り付け
や誕生日会を行い、ご利用者に楽しんでいただくことができた。

期　　日 行　事　内　容 会　場 参加人数（ショート含む）

11月25日

12月6日

1月10日

9月27日

9月27日

10月7日

11月12日

11月16日

8月17日

8月8日、22日

8月19日

9月6日

9月7日

5月21日

7月26日

7月27日

8月3日

8月3日

9月1日

4月9日



1 事業概要

2 サービス提供上の留意点

3 利用状況

（1）　年代別内訳 年度末（人） （2）　登録の状況 年度間（人）

（3）　利用者数（延人員）

R3 R4

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 190 190 186 158 119 90 76 79 89 95 13 82

2 138 135 113 148 163 172 176 160 134 138 22 136

3 63 57 65 78 74 72 70 74 78 74 52 85

4 22 24 27 15 19 20 30 35 36 36 21 30

5 13 11 11 28 32 29 27 26 24 16 9 5

426 417 402 427 407 383 379 374 361 359 117 338

　自費利用　　　　 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　事業対象者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 8 6 8 11 7 6 6 8 5 4 3

2 68 64 63 68 53 51 38 40 36 30 5 30

76 70 71 79 60 57 44 48 41 34 5 33

502 487 473 506 467 440 423 422 402 393 122 371合計 5,008

平均要介護度（介護） 2.18

平均要介護度（支援） 1.88

0

0

支
援

要支援 72

要支援 546

計 618

月別
計

介護度

介
護

要介護 1,367

要介護 1,635

要介護 842

要介護 315

要介護 231

計 4,390

計 3 16 19

（人）

その他 0 6 6

合計 13 32 45

他施設 1 9 10

80歳代 5 13 18 死　亡 2 1 3

90歳代 8 17 25

契
約
解
除

70歳代 0 1 1

平均年齢 90.3 92.7 91.5

男 女 計

100歳代 1 1 新規契約 3 4 7

年代 男 女 計 区分

　日常生活上支援が必要になってもできる限り自立した生活が送れるよう、ご利用者やご家族のニーズを
把握し、社会参加の幅を広げ、社会性を維持継続することを目指し、様々な角度からプログラムを検討
し、サービス提供してきた。
　しかし、新型コロナウイルスによる利用控えや感染対策による縮小営業,また特養でのクラスター発生に
よる最小限での営業など大きな打撃を受け、稼働率を落とす結果となってしまった。今後は、新型コロナ
ウイルスの今まで以上の感染対策の徹底、ＰＲ活動を強化し、年間を通して利用者数の底上げを図って
いく。

　介護保健法の基本理念である「自立支援」「尊厳の保持」を理念、基本方針とし、「利用者１人1人の個を
みつめる」ことを重点にサービスを提供してきた。サービス内容については、温泉浴、立地や環境を活か
した野菜作り、散歩など、ご利用者の希望するプログラムを取り入れ、チームワークを活かしてサービス
提供することを第一に心がけて取組を進めてきている。
　また、「ケアの質の向上」を目指し、月1回のデイ会議でケアの振り返りを実施している。コロナの影響で
外部研修が中止となり、ほとんど参加出来なかった。

開所日数 308日 稼働率 54.2%

令和3年度　月夜野デイサービスセンター事業報告



（4）　諸加算の状況（延人員）

R3 R4

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

401 387 373 396 374 359 366 361 349 352 112 329

426 417 402 426 402 383 379 374 361 359 117 338

20458 19907 19241 20839 20253 19502 19486 19232 18224 18241 6319 17161

4164 4053 3917 4242 417 3962 3960 3908 3702 3709 1284 3486

0 0 0 0 1560 1560 1560 1480 1480 1480 1000 1320

327 314 307 332 322 313 0 0 0 0 0 0

4 年間行事

　今年度は、新型コロナウイルス感染症の流行により、外出や施設外の方を招いての行事は中止とした

ため、当初の計画に沿った実施は出来なかった。

新治　伊賀野の花畑

5 アクティビティ

(1)　創作活動

・室内装飾品づくり ・・・・・・・　 干支の壁掛け、干支の置物、花壁掛け、ネズミ、

・季節の風物詩づくり ・・・・・　 鯉のぼり、七夕飾り、チューリップ、小正月のだんご、雛人形

・手作りおやつ ・・・・・・　 4月 ：三色団子 5月 ：抹茶どら焼き 6月 ：あんみつ

7月 ：紫陽花和菓子 9月 ：月見饅頭 10月 ：カボチャ饅頭

11月 ：ネギ焼き 12月 ：麩ラスク 2月 ：チョコまん

3月 ：桜餅甘酒

（2）　集団レクリエーション ・・・・・・・・・・・・　 週変わりのプログラムで実施

（3）　そ　　の　　他 ・・・・・・・・・・・・・・・・　 変わり湯（ゆず湯）

25日 避難訓練 デイ、ホール 20名

3月 2-3 ひな祭り デイ、ホール 40名

握り寿司実演　（中止） デイ、ホール

2月 3-4 節分豆まき デイ、ホール 15名

1月 餅つき大会 デイ、ホール 61名

12月 22-24 クリスマス会 デイ、ホール 63名

24-26 運動会 デイ、ホール 55名

11月 18-19 紅葉ドライブ たくみの里 23名

18-22 ほうき草ドライブ　 44名

10月 そば打ち　（中止） デイ、ホール

9月 ぶどう狩り　（中止） 富実フルーツ

8月 16-17 ビアガーデン デイ、ホール 50名

夏祭り　（中止） デイ、ホール

7月 避難訓練 デイ、ホール 20名

5月 7-9 水仙まつり見学  ノルンスキー場

4月 お花見 月夜野町内 40名

科学的介護推進体制加算 11,440

新型コロナ対応上乗せ（総単位数） 1,915

実　施　月　日 行　　事　　名 場　　　　　　所 参加人数等

サービス提供体制 4,384

処遇改善加算Ⅰ(5.9%､総単位数) 218,863

特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数) 40,804

（人）

月別
計

項目

入浴加算 4,159



6 地域交流

（1）　中学生福祉体験 受入なし

（2）　ボランティア 受入なし

7 研修受入

（1）　社会体験学習 受入なし

（2）　インターシップ実習介護実習 10/11～10/15 介護等体験　1名

8 広報活動等

（1）　誕生日色紙、花束贈呈（誕生日に近い利用日）

（2）　行事の都度ご利用者様への写真を配布

9 ケアカンファレンス

10 職員研修

　職員の技能、知識向上のため随時参加

（1）　施設内研修の実施状況

・虐待防止研修 11月～

(2)　外部機関主催研修参加状況(オンライン研修等）

11 個別機能訓練

・実人数 ９名   （　男性：１名 、女性：８名　)

12 健康管理 　　　

（1）　体重測定 定期測定　　・・・・・　　4月・6月・8月・10月・12月・2月

そ の 他     ・・・・・　　身体状況、居宅サービス計画に応じ週１回、月１回実施

（2）　体　　操 毎日、休養後実施

（3）　口腔ケア 毎食後、義歯洗浄・口腔内すすぎ等実施

（4）　季節インフルエンザ予防接種依頼等書面にて配布

　全員参加による月１回のケアカンファレンスを実施。また、初回やADL変化時、介護者からの依頼等
様々な状況に対し生活相談員・看護師・担当ケアワーカーにて随時実施した。



1 事業概要

かにするとともに、ご利用者個々の有する能力に着目して、できる限り自立した生活を送れるよう支援し

た。

2 サービス提供上の留意点

3 利用状況 年度末における待機登録者数　4人（うち男0人、女4人）

（1）　年代別内訳 年度末（人） （2）　入退所の状況 年度間（人）

（3）　利用者数（延人員）

R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 60 62 60 62 62 30 31 30 31 31 28 31

2 60 59 60 62 62 90 92 90 93 93 84 93

3 90 93 90 93 93 60 50 30 47 31 28 31

4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 31 28 31

5 60 62 60 62 62 90 86 86 93 93 84 93

270 276 270 279 279 270 259 236 264 279 252 279

%

ショート利用者数（延人員）

R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

介護 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護 0

計 0

平均要介護度（介護）

（人）

月別
計

介護度

計 3,213

平均要介護度（介護） 2.99

稼働率 #REF!

（人）

月別
計

介護度

介
護

要介護 518

要介護 938

要介護 736

要介護 90

要介護 931

平均年齢（歳） 85.0 89.8 89.6 計 0 1 1

合計 1 8 9

死　亡 0 0 0

70歳代 0 0 0 その他 0 1 1

0 1 1

90歳代 0 3 3

退
　
所

他施設 0 0 0

80歳代 1 4 5

100歳代 0 1 1 入　　所

　ご利用者を個別にありのままに受け入れ、一人ひとりの時間を大切にしながら、それぞれに役割を持ち
活力ある生活を送れるよう支援した。また、ご家族との接点を大切にすることを意識し、こまめな情報発信
を心がけた。
　ご利用者の重度化傾向は進んでおり、３大介護での食事では自力摂取が難しくなっている方や、入浴で
はリフト浴対応の方、排泄では全介助も含めて支援を要するケースが増加しており、職員の負担感も増し
ている。今後は、グループホームという施設の機能に照らしてサービスの幅を見直し、リスク軽減も含め
て、ふさわしいサービス体制を構築していく。

年代 男 女 計 区分 男 女 計

令和3年度　グループホームやまぶきの苑事業報告

　小さい単位のグループ（9名）で、家庭に近い環境づくりと地域との交流を心がけ、認知症の進行を穏や



（4）　諸加算の状況（延人員）

R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

270 274 269 279 279 270 256 236 264 279 252 279

270 274 269 279 279 270 256 236 264 279 252 279

14 0 0 0 0 0 0 0 16 14 0 0

270 270 270 270 270 270 270 240 270 270 270 270

221 226 220 230 230 223 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 360 360 360 320 360 360 360 360

26163 26590 26026 26984 27023 26392 25333 23024 25832 27349 24667 27302

7307 7425 7269 7535 7549 7370 7075 6430 7214 7637 6888 7624

　　　ショート諸加算の状況（延人員）

R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 年間行事

２８日 焼きそばランチ ホール 9名

１月 １０日 鏡開き ホール 9名

2７日 餅つき・お飾り ホール 9名

12月 ２４日 クリスマス会 ホール 9名

1８日 消防訓練（西消防署立ち会い） ホール、屋外 9名

１６日 たくみの里わらアート見学 たくみの里 9名

11月 ２日 紅葉狩り 水紀行館、水上温泉街 9名

10月 １５日 ほうき草見学 新治（伊賀野花畑） 9名

２９日 自主避難訓練 ホール 9名

２６日 フルーツバイキング ホール 9名

9月 ５日 お弁当ランチ ホール 9名

１９日 夏祭り ホール 9名

おはぎ作り ホール 9名

8月 １３日 盆供養 ホール 9名

１３日 自主避難訓練 ホール 9名

おやつレク（あんみつ） ホール 9名

7月 ７日 七夕 ホール 9名

6月 １４日 お弁当ランチ ホール 9名

5月 2７日 自主避難訓練 ホール 9名

２３日 焼きそばランチ ホール 9名

4月 ８日 お花見 矢瀬親水公園 9名

実　施　月　日 行　　事　　名 場　　　　　　所
参　加　人　数

利用者（家族）

医療連携加算 0

サービス提供加算 0

処遇改善加算Ⅰ（11.1%､総単位数） 0

特定処遇改善加算Ⅰ（3.1%､総単位数） 87,323

（人）

月別
計

項目

新型コロナ対応上乗せ（総単位数） 1,350

科学的介護推進体制加算（月/４０） 2,840

処遇改善加算Ⅰ（11.1%､総単位数） 312,685

サービス提供加算 3,207

初期加算 44

栄養管理体制加算（月/３０） 3,210

（人）

月別
計

項目

医療連携加算 3,207



5

（1）　創作活動 ・手作りおやつ ・お誕生日会 ・畑仕事

（2）　そ の 他 ・毎日午前中　健康体操・午後レクリエーション実施

 （輪投げ、散歩、日光浴、風船バレー、歌、かるたとり、ぬりえ、折り紙、計算問題 他 ）

6 地域交流
　コロナ禍による感染防止の為、下記に記載した予定はすべて中止となる

・町文化祭参加及び見学

・いきいきサロン川角参加
・マンドリン演奏・傾聴ボランティア
・北小学校運動会見学及び参加

・ガールスカウト訪問、交流

7 職員研修

（1）　施設内研修

・身体拘束廃止会議（奇数月）

・高齢者虐待防止研修（１月１４日）２名参加
・コロナ防護服研修（５月２７日）

（2） 外部機関主催研修
・管理者研修（１０月５、６日）１名参加
・認知症実践者研修（７月２７、２８、２９　８月３、４、６　９月３０）１名参加

8 健康管理
・体重測定（毎月月末）

・バイタル測定（１日１回、入浴日は入浴前にも実施）

・体操（午前）

・健康診断実施（年１回、３月）

・かかりつけ医、定期受診 （１～２カ月に１回）

・インフルエンザ、コロナウイルスワクチン予防接種

・管理栄養士による、嚥下やそしゃく状況及び嗜好等の確認（毎月）

9 消防訓練
 ・５月、７月、９月、１１月、１月、３月に昼・夜間想定で実施。

（内、１１月は西消防署、消防設備会社MKメンテナンス立ち合いのもと訓練実施する）

10 地域運営推進会議
・奇数月の第２木曜日に開催予定（5/13，7/8，9/9，11/11、1/13，3/10）でしたが、コロナ禍による

　感染防止の為、7/8、11/11のみ実施。５月、９月、１月、３月については行政の指導のもと、書面で

　の報告行う。

余暇活動

２９日 自主避難訓練 ホール 9名

３月 ３日 ひな祭り ホール 9名

３０日 餃子作り ホール 9名

２月 ３日 節分（恵方巻作り、豆まき） ホール 9名

〃 自主避難訓練 ホール 9名



11 外部評価

３月４日実施。

※工夫が出来ている点

理念の共有が出来ており、実践につなげられている。

職員、利用者様がお互いに意見を何でも言える雰囲気作りをしている。

利用者様の役割を大切にしている。

※改善点

運営推進会議での議事録を参加出来ていない他の家族にも可能であれば送った方がよい。



1 事業概要
　
　支援実績は月平均９６人（要介護・要支援合算）と前年同様であるが、要介護者が増えたことで微増では

あるが増収となっている。

　加算に関しては、特定事業所加算の継続的な取得に重点を置き取り組み、減算を出すことなく取得を継

続することができた。また新規加算についても積極的に取り組み医療との連携を図ることができた。

　また、その他の加算も昨年同様、病院や老人保健施設との連携の強化を図り、結果として昨年比の１.５

倍の成果を上げることができた。

　認定調査についても他県からの委託もあり昨年比の３倍の調査実績を上げることができた。

2 サービス提供上の留意点
　
　介護保険法の基本理念である「自立支援」「尊厳の保持」を理念・基本方針とし、対人援助専門職として

「利用者のこれからの生活と人生を共に考えていく」ことを重点に置き支援を行ってきた。

　また、中立公正性を確保し、居宅介護支援事業所としての独立性を確保した上で、支援サービスの提供

に努めた。（特定事業所集中減算非該当）

　また、地域福祉の一翼を担うものとして、行政や地域包括支援センター、医療機関や地域及びサービス

事業所との連携を図り、地域包括ケアシステムの構築に向け、課題の堀り起こしや共有、課題解決に向

け取り組んできた。また、今年度も地域の他の居宅介護支援事業所と合同で研修会を開催。町の担当を

交え介護保険制度やルールの再確認を行い、介護保険制度の適正化に取り組んできた。

　研修に関しては、今後の超高齢社会及び複雑化する家族関係に対応し、認知症や医療関連、また成年

後見人制度や生活困窮者支援などの研修に積極的に参加し、専門性を高められるよう自己研鑽を行うと

共に、ケアマネジメントの基礎を改めて確認した。
　

3 利用状況 　　営業日数

（1）　要介度別利用者数内訳

Ｒ３ Ｒ４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 26 27 27 25 24 24 24 23 29 27 25 30

2 25 24 25 27 28 29 31 27 24 22 22 24

3 11 10 13 13 11 10 10 7 12 8 7 7

4 8 7 9 8 8 10 10 10 11 11 10 9

5 3 5 4 4 3 3 3 3 3 5 4 4

73 73 78 77 74 76 78 70 79 73 68 74

23 22 26 24 22 24 25 25 26 25 23 26
50 51 52 53 52 52 53 45 53 48 45 48

1 7 8 8 7 7 6 8 7 7 7 7 7

2 16 16 15 16 16 16 14 14 14 13 13 12

23 24 23 23 23 22 22 21 21 20 20 19

5 5 5 5 5 4 6 6 6 6 6 5
18 19 18 18 18 18 16 15 15 14 14 14

96 97 101 100 97 98 100 91 100 93 88 93

平均要介護度（支援） 1.67

合計 1,154

平均要介護度（介護） 2.18

内訳
男 64
女 197

支
援

要支援 86

要支援 175

計 261

内訳
男 291
女 602

介
護

要介護 311

要介護 308

要介護 119

要介護 111

要介護 44

計 893

令和３年度　居宅介護支援事業所事業報告

244日

年度間（人）

月別
計

介護度



（2）　諸加算の状況

Ｒ３ Ｒ４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

73 73 78 77 74 76 78 70 79 73 68 74

2 4 3 1 1 4 4 2 2 2 1 3

7 0 2 1 1 0 3 1 1 1 0 3

5 4 3 2 4 3 6 5 6 5 3 4

0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0

1 0 1 1 0 2 2 0 0 1 0 0

0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

（3）　そ　の　他

Ｒ３ Ｒ４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0 1 0 1 3 5 1 0 3 5 1 1

月別
計

項目

要介護認定調査 21

通院時情報連携加算（新規加算） 8

介護予防初回加算 3

（人）

退院・退所加算 20

入院時情報連携加算Ⅰ 50

入院時情報連携加算Ⅱ 2

項目

特定事業所加算Ⅲ 893

初回加算 29

（人）

月別
計



1 事業概要

2 サービス提供上の留意点

3 入所（ロング）の利用状況

（１）　市町村別入所者数 年度末（人） （2）　年代別内訳 年度末（人）

平均年齢（歳）

（3）　入退所の状況

R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

36 32 32 34 35 36 34 34 35 37 39 39

1 3 6 3 3 1 5 2 3 4 1 1

1 1 1 1 1

2 1 1 2 1

1 2 4 2 2 3 1

1 1

5 3 4 2 2 3 5 1 1 2 1 0

32 32 34 35 36 34 34 35 37 39 39 40

1,053 981 985 1,050 1,122 1,071 1,046 1,048 1,141 1,153 1,088 1,213

入所（ロング）、短期入所（ショート）合計稼働率 89.6%

月末在所者数 427

延利用人数 12,951

入所（ロング）稼働率 88.8%

新規入所者 33

退
所
者

在宅復帰 5

他施設 7

入院 15

死亡 2

計 29

年度間（人）

月別
計

区別

月初在所者数 423

89.8 86.9合計 13 27 40 80.8

12 28 40
大田区 1 1
湯沢町 1 1

合計

2 1 3
津南町 1 1
十日町市 3 3

60歳代

3 1 4
魚沼市 1 1 2
東吾妻町 1 1

70歳代

6 10 16
中之条町 1 1 2
沼田市 2 2

80歳代

男 女 計

渋川市 7 18 25
90歳代 1 16 17

みなかみ町 2 2

町村名 男 女 計 年代

令和3年度　介護老人保健施設からたちの丘事業報告

　介護老人保健施設（短期入所療養介護）は、病院等を退院された方や在宅生活が困難な方を受け入
れ、看護・介護を必要とする高齢者に対して日常生活の支援を行い、自立した日常生活を営むことができ
るよう、個々の身体状況に合わせたリハビリテーションを提供している。

　また、老健の役割である在宅復帰施設として、一定の基準を満たし、加算型を維持している。

　通所リハビリテーションについては、施設に通っていただき日常生活の支援を行い、自宅での生活が継
続できるようにリハビリテーション等の提供をしている。

　令和３年度は、入所サービスでは稼働率８９．３％から８９．６％へ０．３ポイント上がり前年度とほぼ同様
であった。新型コロナウィルス感染症の国内での流行が治まらず、入退所に制限がかかり稼働に影響を
与えた。
　通所は、１日の平均利用者数がら１２．４人から１２．２人と０．２人下がった。
　通所においては居宅介護支援事業所への利用者紹介の依頼や近隣の住宅にチラシを配布するなどの
営業を実施した。その成果も有って新規の利用者が多かったが、入院や亡くなる方も多くいたため利用者
の増加が進まない状況だった。
　現在までに新型コロナウイルス感染症に感染した職員や利用者はいないため、サービスの提供ができ
ているが、感染者が発生した際には大きな影響を受けるため感染対策を徹底したい。



（4）　要介護状態区分（延人員）

R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 47 31 58 62 88 60 74 120 166 158 140 155

2 274 279 302 341 353 357 384 374 372 376 356 407

3 351 360 340 324 341 270 220 210 186 191 196 217

4 81 62 60 75 92 120 111 120 155 180 196 217

5 300 249 225 248 248 264 257 224 262 248 200 217

1,053 981 985 1,050 1,122 1,071 1,046 1,048 1,141 1,153 1,088 1,213

（5）　諸加算の状況（延人員）

R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

サ提供加算Ⅱ 1053 981 985 1050 1122 1071 1046 1048 1141 1153 1088 1213

在宅復療援加算Ⅰ 1053 981 985 1050 1122 1071 1046 1048 1141 1153 1088 1213

夜勤職員配置加算 1053 981 985 1050 1122 1071 1046 1048 1141 1153 1088 1213

短期集中リハ加算 36 37 144 210 266 211 125 107 124 160 153 154

認短期集中ﾘﾊ加算 19 23 87 99 137 93 53 39 45 77 56 53

栄養ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ強化加算 1053 981 985 1050 1122 1071 1046 1048 1141 1153 1088 1213

療養食加算 900 965 1045 1088 1219 1185 1301 1455 1581 1625 1496 1674

初期加算 4 39 86 65 114 25 26 86 49 71 88 14

科学的介護加算Ⅱ 37 35 38 37 38 37 39 36 38 41 40 40

退時情報提供加算 1 1

入退所前連携加算Ⅱ 1 1

訪問看護指示加算 1

41,140 38,695 40,240 43,494 47,087 44,390 42,054 41,681 45,458 46,655 43,829 48,469

22,152 20,836 21,668 23,420 25,355 23,902 22,644 22,444 24,477 25,122 23,600 26,099

4 短期入所（ショート）の利用状況(空床利用)

（1）　利用の状況（延人員）

R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

1 5 8 4

2 5

3 2 2 2 2 2 2 2 6 2 5 6

4 7 11 11 14 8 3 5 6 5

5

1

2

12 13 13 16 10 2 2 2 9 20 15 11計 125

平均要介護度（介護） 3.25

平均要介護度（支援） 0.00

支
援

要支援 0

要支援 0

月別
計

介護度

介
護

要介護 17

要介護 5

要介護 33

要介護 70

要介護 0

処遇改善加算Ⅰ(総単位数の3.9%) 523,191単位

特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数の2.1%) 281,718単位

年度間（人）

667

456

2

2

1

12,951

1,727

781

12,951

15,534

月別
計

項目

12,951

12,951

計 12,951

平均要介護度 3.07

年度間（人）

要介護 3,206

要介護 1,469

要介護 2,942

介護度

要介護 1,159

要介護 4,175

年度間（人）

月別
計



（2）　諸加算の状況（延人員）
R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
送迎加算 5 3 6 6 4 2 2 2 5 6 6 6
ｻｰﾋﾞｽ提供加算Ⅱ 12 13 13 16 10 2 2 2 9 20 15 11
個別リハ加算 12 11 12 14 9 2 2 2 7 15 13 10
夜勤職員配置加算 12 13 13 16 10 2 2 2 9 20 15 11
療養食加算 18 32 29 38 22 8 14 16 13
在宅復療援加算Ⅰ 12 13 13 16 10 2 2 2 9 20 15 11

624 674 704 851 534 113 113 113 468 946 761 588

336 363 379 458 288 61 61 61 252 510 410 317

5 通所リハビリテーションの利用状況
（1）　年代別内訳 年度末（人） （2）　登録の状況 年度間（人）

（3）　利用者数（延人員）
R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
1 151 143 127 129 106 85 83 81 79 57 53 56
2 103 96 85 83 76 111 120 114 119 109 91 102
3 41 27 18 28 29 32 31 32 43 66 75 85
4 22 16 19 15 18 26 13 30 37 29 22 24
5 14 13 12 12 13 13 13 11 13 14
1 10 12 13 13 18 14 18 20 19 17 20 13
2 29 27 28 32 30 29 25 21 29 26 27 33

356 321 304 313 289 309 303 311 339 315 301 327

（4）　諸加算の状況（延人員） ※支援の加算は月に１回算定
R３ R４

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
入浴介助加算 276 245 245 254 239 251 249 258 247 250 226 253
送迎減算 2 4 3 3 4 3 1 2 7 4 6 7
短集中個別ﾘﾊ加算 5 2 8 17 35 25 25 13 8 1 7
栄養ｱｾｽﾒﾝﾄ加算 0 27 24 24 23 23 24 25 26 27 28 28
サ提供加算Ⅰ 317 282 263 268 241 266 260 270 291 272 254 281
科学的介護加算 27 24 24 23 23 24 25 26 27 28 28

12,987 11,476 11,097 11,328 10,395 11,802 11,375 12,038 12,951 12,291 11,525 12,770

5,527 4,883 4,722 4,820 4,423 5,022 4,840 5,123 5,511 5,230 4,904 5,434

運動器機能向上加算 7 7 7 8 8 8 8 8 9 9 9 8
栄養ｱｾｽﾒﾝﾄ加算 7 7 8 8 8 8 8 9 9 9 8
ｻ-ﾋﾞｽ提供加算Ⅰ1 3 3 3 3 4 4 4 5 5 5 5 3
ｻ-ﾋﾞｽ提供加算Ⅰ2 4 4 4 5 4 4 4 3 4 4 4 5
科学的介護加算 7 7 8 8 8 8 8 9 9 9 8

1,161 1,190 1,190 1,401 1,306 1,306 1,306 1,210 1,421 1,421 1,421 1,401

543 557 557 656 611 611 611 567 665 665 665 656

支
援
※

96
89
47
49
89

処遇改善加算Ⅰ(総単位数の4.7%) 15,736単位
特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数の2.0%) 7,366単位

（人）
月別

計
項目

介
護

2,993
46
146
279

3,265
279

処遇改善加算Ⅰ(総単位数の4.7%) 142,035単位
特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数の2.0%) 60,441単位

計 3,788
平均要介護度（介護） 2.09
平均要介護度（支援） 1.64

支
援

要支援 187
要支援 336

（人）
月別

計
介護度

介
護

要介護 1,150
要介護 1,209
要介護 507
要介護 271
要介護 128

3 1 4
平均年齢 84.1 86.6 84.8 計 8 10 18

合計 16 20 36 死亡

入院 5 5 10
60歳代 0 0 0 その他 0 1 1

9 9 18
80歳代 9 11 20

契
約
解
除

介護施設入所 0 3 3
70歳代 3 3 6

90歳代 4 6 10 新規契約

処遇改善加算Ⅰ(総単位数の3.9%) 6,489単位
特定処遇改善加算Ⅰ(総単位数の2.1%) 3,494単位

年代 男 女 計 区分 男 女 計

125
109
125
190
125

年度間（人）

月別
計

項目
53



6 防災訓練

　・８月１３日 総合訓練（設備確認、避難訓練等）

消防設備点検実施　　委託業者　（株）アソート

　・１１月１８日 総合訓練（通報訓練、避難訓練、消火訓練等）渋川広域消防署東分署立ち会い

入所（夜間想定）、通所リハ（昼間想定）

消防設備点検実施　　委託業者　（株）アソート

7 感染・衛生対策

（１）新型コロナウイルス感染症対策

施設内で感染者が発生した場合を想定した研修を行い、対応方法を確認し必要な物品を揃えた。

（2）　感染性胃腸炎対応インフルエンザ対策

　

8 各種会議・委員会
(1)  運営会議 毎週１回　　（施設運営に関することの検討）

(2)  通所会議 毎週１回　　（通所利用者及び業務・環境等の検討）

(3)  看護・介護ミーティング 毎月１回　　（看護業務に関する打合せ）

(4)  看護ミーティング 毎月１回　　（看護業務に関する打合せ）

(5)  入所検討会議 毎週１回　　（新規入所者及び入所中利用者の検討）

(6)  給食会議 毎月１回　　（給食に関する打合せ）

(7)  行事担当者会議 毎月１回　　（行事に関する打合せ）

(8) 身体的拘束適正化検討委員会 毎月１回　　（身体的拘束等の適正化に関する会議等の開催）

(9) 褥瘡対策委員会 毎月１回 　 （褥瘡に関する会議等の開催）

(10) 感染対策委員会 毎月１回 　 （感染に関する会議等の開催）

(11) ﾘｽｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ委員会 毎月１回　　（事故防止・事故発生の検証等についての検討）

9 職員研修実施状況

（１）　施設内研修の実施状況

令和3年 7月15日～30日 感染対策研修会（新型コロナウイルス対策について） 34名　４名参加

10月25日～11月25日 感染対策研修会（感染性廃棄物について） 31名　４名参加

12月20日～30月 リスクマネジメント研修会（ヒートショック） 32名３０名参加

12月20日～30月 身体的拘束等適正化検討委員会研修 36名全職員参加

令和4年 3月7日～30日 感染対策研修会（嘔吐物処理） 36名全職員参加

（2）　外部機関主催研修参加状況

令和３年 老人保健施設 医師研修会（オンライン研修） １名参加

栄養担当職員研修会（オンライン研修） １名参加

令和４年 リハビリテーション担当職員研修会（オンライン研修） ２名参加

老人保健施設 医師研修会（オンライン研修） １名参加

10 行事実績

1月18日

3月1日

　消防計画による設備点検及び防災訓練を下記のとおり実施した。避難経路、消火方法等の確認を行っ
た。

職員の出勤前検温を実施。体調不良者については、出勤を停止して必要に応じ抗原検査等を実施
した。
施設内の定期的な換気及び消毒も実施。これらの取り組みを昨年度に引き続き実施した。
また、不要不急の外出自粛を要請し感染拡大の防止に取り組んだ。

利用者、職員ともインフルエンザの予防接種を実施。その他は、新型コロナウイルス感染症対策と
同様

10月15日

10月28日



花見

こいのぼり作り（作品制作）

あじさい狩り

七夕

盆供養

納涼際

敬老祝

運動会

施設内作品展、おやつレクリエーション

クリスマス会

お餅つき

書初め、まゆ玉作り

節分

バレンタイン

ひな祭り

誕生日会

　

３　月 上旬 各フロア

通年 毎月１回 各フロア

1　月 1日～3日 各フロア

２　月
3日 各フロア

14日 各フロア

12　月
24日 １Ｆホール

27日 １Ｆホール

10　月 26日 １Fさくらホール

11　月 16日 １ＦＥＶ前ホール

８　月 13日 １．２Fホール

９　月
9日 １Fさくらホール

20日 各フロア

６　月 中旬 施設周辺

7　月 ７日 １．２Ｆホール

会　　　場

4　月 中旬 近隣公園

5　月 上旬 １．２Ｆホール

月 期　　日 内　　　　　　容


